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拒食とやせを主訴とした11歳の女児

Ｌ子：１１歳，小学５年生。

主訴:拒食とやせ。

家族背景：父親(会社員)，母親(専業主婦)と小学校低学年の弟２人との５人家族｡弟は２人とも幼児期か
ら落ち着きのない子どもで，いまでも発達の問題を抱えている。そのため母親は２人の相手で毎日が大変だ
という。

現病歴:¥I幼児期では，身体運､11発蓮上とくに問題はなかった。幼児期から非常におとなしく，子どもた
ちの中に入って遊ぶことのきわめて少ない子どもだった。母親の言うことはとてもよく聞き，手のかからな
い子どもだった。

小学校入学当時,集団の中での緊張のためか一時的に食べられなくなってやせたことがあったが，その後
は比較的大きな問題もなく順調であった。

小学5年になってクラスが変更になり，友迩と担任が変わった。するとしだいに食醜が摂れなくなってき
た。朝食は少ししか食べられず,学校給食はまったく食べられなくなった。最初のうちは，夕食だけはしっ
かり食べていたがＩそれも急速に減っていった。ついにビスケット１個だけしか口に入れなくなった。
食べなくてはいけないという思いは強いようだが,食べるとその後に罪悪感が強まり,胃が痛むと訴える。
食べると元気になって動き回ってしまう。食べなければよかったという気持ちになりやすい。母親が理由を
尋ねても，直接話をすることが難しい様子なので，母子の間でメモをやりとりし，コミュニケーションをと
るようにしているという。

もともとストレスを抱え込みやすく，警戒心が強い。心配性であるが，その一方では粘り強く，がまん強
い子どもである。

Ｌ子は下の弟をとてもかわいがっていて，家の手伝いもよくしているという。あまりにもなんでも手伝お
うとするので,母親は休みの日だけでかまわないから，ほかの日は勉強でもしなさいと言うが，どうしても
自分からやると言い張り，こちらの言うことをきかない。家駆全般なんでもやろうとする。そんなＬ子を見
ていると，母親の手伝いをせずにおれないような，どこか切羽詰まった息苦しさを感じるという。自発的と
いうよりも，せずにはおれない感じだという。そのため手伝ってもらっても，うれしさよりも心配が募ると
いう。

数週間前より，夜も眠れなくなった。食事をしていなくても朝から動き回っている。標準1種貢より10ｋｇ
ほど減少している。やせ願望というよりも大きくなるのが怖いという気持ちが強い。
初診時の状態：いまだ幼さを残した小柄な女児で，口数は少なく，うつむき加減で視線をこちらに向ける
ことも少ない。質問にも必要最小限のことしか答えず，いつも母親のほうに視線を向けて，母親が代わりに
答えてくれるのを待っている様子である。食べることをめぐって強いアンビバレンスが認められ，標準潅亘
の25％ほどのやせである。母親には依存的で，反発的態度は認められない。母親の手伝いをさかんにして
いるが，そこには強迫性が閉められ，痛々 しい感じを受ける。
臨床診断：前思春期に発症した摂食障碍(拒食症)。
治療方針:薬物(抗精祈病薬リスパダール､２ｍｇ/日)を処方し,母子同席面接で治療を開始した。
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●第３回(２週間後）

Ｌ子は学校に行きたいと言うが,登校は午前中のみで１W一杯の

状態であった。昼，保健室で食事は少し摂った。

自分の頭の中に自分じゃない人がいる。悪い奴で，その人が自

分にご飯を食べるなと言う。だから食べると罷彊鋤起こる。･･･

自分の意思ではないものが自分になにかいや鶴とをする.いや
な感柵を駆り立てると母親に訴えている｡そ聯｢怖くはない
けどbでもいやだ｣とも言っている｡深刻な自霧灘を思わせる

状態であるためか,母親に直接口で脈えたり;助附警求めること

はない。相変わらずメモに轡いて脈えている。そ@tj主を内容を以
下に記す。

Ｎ
い

母親はこれまでの親子関係を掘り返って次のように賂った°

父親も口数が少なく，何を考えているかわかりづらいところが

あるが,そんなところがとても似ていると思う。父親は優しい，

頑固,意志を曲げない人。Ｌ子は父親とは賭さなくても意思疎通

がうまくいっているという。父親は口癖のように．「『～してほし

い｣と言ったよね｣と私に言う。私に対して常々 何度も言っている

のに‘通じないという思いがあるようだが･自分は首われた肥憧

はない。この子にも同じような思いがあるのではないか。自分は

忘れっぽく,楽観的な性格だが,Ｌ子がこんなことになってから，

Ｌ子の話をもっと大切にして聞いてやらねばと思うようになっ

た。何かこちらに嬰求があっても強く主弧することはなく，父親

もＬ子もさらっと画ってしまうので，そのことに気づかないこと

が多かったのではないかと反省している。

Ｌ子は実家の祖母に会うと，いつも母親のことばかり話すらし

い。昔，食邸を摂れなかったとき．氷を口の中に入れてくれたこ

となどb母親が自分に優しくしてくれたことを鵬っているという。

妙

がｂ鉦者は次のようなことが気になった。

これほど母親に頼っているにもかかわらず．母親力嘱し始める

と．母親のほうに視線を向けることなく、ことさら(90.の角度

で座っている)母親とは反対側に目をやっていることが多い。母

親が話すのを聞いてはいるがｈ母親の目を見ていない。そのとき

の表情がとても硬く，笑顔はほとんど見られない。時に母親の賭

を聞いていて，にこりと笑みを浮かべることはあるが，なんとな

く作り笑いのように見える。母親の話から想像するＬ子の母親へ

の思いと．面接場面で見せるこのような態度を見ていると．母親

に対するかなり屈折した思いがあることが推測された。ただ‘こ

のときはそのことを面接のなかで直接取り上げることは控えた。

港霊窪過

●第２回(初診日から１週間後）

薬の効果も相まってか，不安がやや軽減し，間食の類を少しず

つ食べられるようになってきた。水分摂取も自分からするように
なってきた。

朝,起きるとじっとしていられないので.外に出てｌ～２時間，

ずっと歩き続ける。勝手に動き回りたくなってしまうらしい｡家

の中でも階段の昇降を繰り返す。Ｌ子自身は片づけものをしてい

るだけだと曾うがb母親にはそう見えない。繰り返さずにはいら

れない状態のようだという。

母親の話によればＬ子はメモにとても小さな文字で.「お母

さんごめんね，つらい，死にたい．食べられない｣などと寄いて

いるという。
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これまでの親子関係について

L子の母親に対する微妙な態度

メモに記したＬ子の苦悩

…薬を飲んで，そのあと食べると，こんどは食べることばかり

考えてしまいます。体重のことはがんばってあまり気にしないよ

うにしていますが；（どうしても)このことも考えてしまい，いつ

も亜苦し<食頚をしている感じで，とってもつらいです。学校は

勉強だけがすきで，あとは全部きらいです。でもこのように打ち

明けられるだけよくなったかんじもします。そして，どうしたら

ママみたいに楽にしょくじ(食事)ができる力敬えてください。い

つも本当にありがとう｡ママのことが大好き｡おへんじ(返駆)まっ
てま～す。

【大好きなママへ】私はいま生きていることがいやです。これは

正直に思っていることをかきました。もうなにもかもいやです。

自分が大嫌いだから。自分をほめたくない。どこもかしこもわる

く

凸礼
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母子同席の面接で，Ｌ子は鉦者の質問に対して相変わらずEi莱

少なで，母親が代わりに答えてくれるのを待っている様子だった
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内面から突き上げてくる衝動に圧倒される

幼児期のＬ子

小さいころの話が母親の口からg§られた。公園でも他児の遊び

を離れてぼうっと見ているだけで，自分からは遊ぼうとしない，

おとなしい子どもだった。

２歳になったときに弟が生まれた。それまで母親にはよくお

しゃべりをしていた。母親は弟に手がとられるようになって．Ｌ

子に手をかけられなくなった。そのためであろうか，Ｌ子はしっ

かりしなくてはという思いがとても強くなり，姉らしく振る舞う

ようになった。

いところだらけ。ほんとうにいやでいやでたまりません。自分が

大嫁いだから兄弟と賭すのもいや。もうだれとも賭したくない。

ママ以外の人とは賭したくないくらい，おり(圃の中でくらした

い気分です。人間はみんなさぺつ(差別)だと思います。人間はみ

んなふかんぜん(不完全)だけど，そんなにつらくなく生きている

人もいるし‘くるしいなか生きている人もいるからです。すべて

がいやです狐そのなかでもいやなのは食事で,体亜がふえるこ

とです。体遮計には染っていないけどだいたいのよそくがつき

ます。体亜がふえると自分を殺したい気持ちになるから，いくら

おいしそうでも，食ぺたくても．食べません。蹄してね。殺した

くなる気分よりはましです。本当にゴメンネ。なんかみんなが大

好きなのにいっしょにいるとイライラします｡ママは平気だけどｂ

私の正直な気持ちです。

●第５回(４週間後）

食べることへの卵悪感が強いのか，よく泣くようになった。朝

からしくしく泣いている。夕方も涙を流して泣いている。母親に

夜一緒に寝てほしいと要求し，以前よりもよく泣くようになって

きた。

食醐の丑は刈えているが，自分からは食班を摂ろうとしない。

父親や母親が手を貸してやって食べさせると，それがきっかけで

食べるようになる。

前回，体亜が噌加したことがひどくショックだったようだ。そ

のため薬を稲極的に飲まなくなった。蕊を飲むと食べられるよう

になるという怖さがある。大人になりたくないという気持ちが強

い。

錐者はＬ子に｢蕊を飲んでくださいね｣とこちらからお願いした

が．母親には自分から頓極的に相手をしなくてもよいと伝えた。

なぜなら，母親からの接近がいまのＬ子にはかなり侵入的に映っ

ているきらいがあると判断していたからである。
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れるのがいやみたいだ。あまりかかわられないほうが安心できる

ようだから，こちらからいろいろと口をはさむことをしないよう

に心がけるようになったという。

これまで親からの期待に応えることで懸命になって生きてきた

自我理想の高い子であったのであろうが．自分を表に出すことが

鮭し<、そのため自分の思いを母親に受け止めてもらうことが少

なかったのか．しだいに自分のなかに漠とした欲動(衝動)が突き

上げてくるようになり，それに圧倒きれ始めて，このままいい子

として握る鋒うことができなくなってきたのであろう。いまだ意

職にのぼってはいないために，母親へのあからさまな反発は見せ

ていないが，面接場面での母親へのさりげない態度には，母親に

対するアンピパレントな感梢が強まっていることがうかがわれ

る。母親の期待に応えなければという思いと，それに抗するよう

な思いの狭間で苦しんでいる姿である。Ｌ子のなかではそのよう

な内面の変化がｈこのメモに肥された苦悩として表現されている

ように思われるのである。

母親はＬ子との会賭のなかで，次のようなことに気づいたとい

う。Ｌ子に対して母親が｢何を食べたい？｣と直接聞くと身栂えて

しまう。しかし‘「これはママが食べたいな｣と言うと．Ｌ子も食

●第６回(５週間後）

この１週IIUは剛子がよく，学校にも行った。弁当も持参してよ

く食べた。朝起きても泣かなくなった。薬には抵抗があるが３１

週Ⅲ分を全部飲んだ。食べた後の罪悪感は10から３に減ったと

いう。

母親は干渉することをやめた。母親自身｢私の大変さ｣がこの子

に影等していることがよくわかった。私にストレスのないことが

この子のストレスのなさにつながっていると思う。
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その後･母親にも入室してもらい．話を聞いた。この子と接す

るときにはどうしても急かせていた。つい口を出していた。３人

も子どもがいるので。いまはできるだけ言わない．急かさないよ

うにしている。食べることについても言わないことにした。種を

願っているところがいまでもあるけど．その一方･自分でなんで

もしたいという自立の気持ちもあるみたいだと気づくようになっ

たという。

面接場面で認められたＬ子のアンビバレンス
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前述したようなことが母親の口から語られた面接のなかで，錐

者は非常に興味深いことに気づいた。

Ｌ子に対して直接顔を向けて，「卿子はどう？｣と恥ねると，す

ぐに母親のほうに視線を向けて代わりに答えてもらいたそうにす

る。そして自分からは何も答えようとしない。しかし，母親に向

かって鉦者が｢お母さんにずいぶんと頼っているよね｣と尋ねる

と，母親が反応する前に，Ｌ子は強く何度も領いて答えていたの

である。

ここにみられたＬ子の反応は，母親の贈ったＬ子の姿と重なり

合うものであったので．このことをすぐに鉱者は取り上げた。Ｌ

子は母親にとても頼っているが，その一方で自分を主弧したい思

いも強まっているのであろう，そのようなこころの変化がこのよ

うな形で表れているのではないかと脱明するとともに，このよう

な気持ちはとても自然なことで．なんら自分を賀める必要はない

ことを強鯛しておいた。いま現在のなまなましい自分たちの気持

ちのありように対する錐者の脱明を聞いて，母子とも肺に落ちた

ような表WWを浮かべて額いているのが印象的であった。
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ぺたがる。夫にも同じ傾向があることを思い出したという。 自分はみんなより飴ざないと思う。友達もあまりいない。１人

でいるのはそれほど好きじゃないけど．２人でいてもあまり話さ

ない｡母親がそばにいると.どうしても母親が(先に自分のことを）

目ってくれる。たまに違ったことを母親が言うこともあるかもし

れないが…。心配が少し減った。食べると太ることは以前みたい

に考えない。いま考えると．なぜあんなことを考えたんだろうと

思うという。

天の邪鬼

ここに示されたＬ子の心性は．まさに｢天の邪鬼｣そのものであ

る。「天の邪鬼｣とはわざと人の言に逆らって．片意地を通す者を

指すがｂこのような心性はこれまで鉦者が一貫して取り上げてき

た｢甘えをめぐるアンピパレンス｣を蝋的に示している。この母子

関係において，このようなアンピバレンスが強くはたらいている

ことがｂＬ子の深刻な病憩に深く関係しているということである。

リ
母親の内省

一時期，よく泣いていたが;いまは減った｡ほかのきょうだい

からＬ子のことをずるいと非難されるのがつらい識とい。（母親

に対する甘えをめぐっての)葛藤のために泣いていだと思う。泣
くことによって.これまでのつらかった思いを消仏しているみた

叩》蕊
いだ。

Ｌ子は少し元気になって学校に行き始めたがすると私(母親）

が泣くようになった。自分の母親(L子の祖母)に，「子どもが食

べないときに，母親がよく平気で食べられるね｣と責められた。

それでことさら私は食べることにしていた｡気丈に振る舞ってい

た。母親に対するそんな思い(自分の母親に対する反抗)がこの子

をこのようにしたのではという気持ち(罪悪感)力起こって，今度

は自分が泣きたくなってきた。自分は無理して気丈に振る舞って

いた。Ｌ子を不安にさせてはいけないと思ってやったことだが…

と率直にいまの思いを語るのだった。

Ｌ子の涙は母親に対するアンビパレンスの苦悩を癒すはたらき

を担ってくれたのであるがｂ錐者のこころに強く響いたのは．Ｌ
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患；
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子どもの悲しみと母親の悲しみＩ襲
画Ｌ
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義●第７回(７週間後）

前回の面接で,Ｌ子のアンピパレンスはかなり級和したのであ

ろう。診察室に入ってきたＬ子の表摘にそれまでの委縮した感じ

が薄れているのを錐者は感じ取り．自分のことを賭したい気持ち

が強まっているのではないかとの判断から．母子２人に挨拶をし

たとき，最初に１対１で賭をしようかと提案すると，Ｌ子はいや

な顔一つせず．母親の退室後も１人残って椅子に座った。そして

Ｌ子は次のようなことを閉り始めた。
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母親自身のアンビバレンスの背景にあるもの



子が立ち直り始めるとそれに代わって，母親自身が自分の母親に

対して抱いていた反抗的な態度(アンビバレンス)に気づき，涙を

流すようになっていったことである。

誰者は母親自身の子ども時代について話を聞いていった。その

なかで浮かび上がってきたのは，自分も前思春期のこの時期に同

じように非常につらい思いを体験していたﾕﾘ域であった。そのこ
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■

ろ母親は再婚したため‘居づらくなって，成人になる前に家を出

てしまったというのである。そのときの母親への恨みや寂しさが
よみ４ＭＬ

今回の娘の発症によって陸り，なぜか自分の母親に反抗的な態

喚をとらずにはいられなかったのであろう。そのことがL子の不

安をさらに強めることにつながっていたことに母親自身気づいた

のである。

小児宕護第33巻第２号2010年２月

オンライン登録締切日Ｉ入金最終締切日

早期耶前申し込み’2010年５月２１日㈹’５月31[I(月）

事前申し込み’2010年６月18日㈱’６月30日賦

ｒ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

回日時：2010年７月10日(:lj，７月11日(日）【銀行】

回会場：北海逝立道民活動センターカ､でる２．７銀行名北洋銀行北七条支店

札幌市中央区北２条西７丁目口座稀号3929079

(ＪＲ札幌駅南口から徒歩１０分）加入者名日本地域涌潅学会第13回学術集会
■内容： 【郵便局】

会長誹減理耶会セミナー，シンポジウム･敬¥洲附(、市民公1.1服符号02750-2-1{〕0506

ＩＮＩ識座．一般恢阻．ワークシヨツプ加入者名Ｈ本地域聯波学会鋪１３回学術染会
国参加費： フリガナニホンチイキカンゴガッカイダイジュウサンカイ

学会員2010年５月21日以前の申し込み：8.000円ガクシ

2010年５月22日以降の申し込み：9.000円国問い合わせ先：

非学会風時川にかかわらず：9,000円【巡世JIF務刷

学生大学院生を除く：4,000円〒060-0003北海道札幌ilfllI央区北３条西３ＴＩＩ

■参加申込方法： 名鉄観光サ･‐ビス株式会社札幌支店

H本地域漏護学会鋪13回学術集会ホームベージ(http://www． 『11本地域看護学会第13Ii11学術架会係」

ec-pro､ＣＯ・jpﾉjachnl3)の｢参加申し込みjimlmにてき‘オンライＵＲＬ：http://www・ec-pro,ＣＯ・jpﾉjachI113

ンによるご登録をお願いします。オンライン盗録後，銀行またはEmail：jachnl3-gakkai＠ec-pro・ＣＯ・ｊｐ
郵便局にてお振込みください【日本地域看護学会第１３回学術集会事務局】

＊６月18日以降は学会当日の受付となります

〒060-0812北海道札幌市北区北12条西５丁目

北海道大学大学院保健科学研究院

E-mail8jachnl3-gakkai＠ec-pro､ＣＯ・jp

FAX2011-706-3695

第13回日本地域看護学会学術集会

早期聯前申し込み

砺前申し込み

オンライン登録締切日

2010年５月２１日(金）

2010年６月１８日㈱

入金最終締切日

５月3111側

６〃30日㈱


